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ディーゼルエンジンゆディーゼルヱンジ ン 油 内燃 関部門委員会編内燃機関(上， 下) 0 L. C. Lichty; Internal 

機関用の潤滑油を L づ。添加剤lの発達 しない第 2 次大戦以前に combustion engineso H. List; Verbrennungskraftmaschinen 

おいては， よく 精製された粘度指数のよ L 、添加知lの入っ てし、な (石井幸孝)

い鉱油が使用されていたが，現在では，酸化防止剤・ 消浄分散 デ ィ ーゼルきかんし 字 ディーゼル後関車 ディ ー ゼ

剤などの添加~Jの配合された精製島、ìluが使用されてし、る 。 ノレ機関車とは， ディーゼノレ機関を原動機 と した機関車である。

添加剤の入らないものをレギュ ラー ， 自主化防 1 1ニ剤だけ入った 鉄道における内燃車両の発達は， 速 く 1910 年代に端を発し，

ものをプ レ ミアム ， 荷主化防止剤 ・ 出浄分散剤の入 ったものをへ 他の交通機関に内燃機関が広く 用いられる よ うになると同時に，

ビ ィ デュテ ィ と呼んでいるが ， JIS では， それぞれ 内燃機関用 フリークェ γ トサ ー ビスを 口的 とする単車， もしくは トレ ラ ー

潤滑油 l 種 ・ 2 釘1 ・ 3 極の分類がある。また API の使用分類で を 1 両けん引する内燃動市として発達した。

は， ガソリン機関用として ， それぞれ ML ・ MM.MS の分類 1932 年 ド イツがフリーゲンテ'ハンプノレカ ー (Fliegende Ham-

があり ， デ ィ ーゼノレ機関用としては， へピ ィ プュテ ィを使用条 burger) 号と名付 ける 2 両編成マ イバッハ (Maybach)410H'x2 

件の過般さ の位度に応じて ， DG. DM. DS の 3 段階に分類し の デ ィ ーゼル電気式動車を製作し ， ベノレリ γ=ハ γ ブノレグ間

ている。(神尾晋ー) 287km を平均速度 123km/h，最高速度 160km で走破 したのに

ディーゼルきかん デ ィ ーゼル後関 (失) dieselengine 刺激され， 各国とも鉄道車両用原動機と しての内燃機関， 殊に

(独)Dieselmotor (仏)moteur-d iesel ディーセソレによって発明 ディーゼノレ機関に着 FI し始めた。その後ド イツでは，これに引

された燃料噴射圧縮点火の内燃機関。 軽円h または重油を燃料 と き続いてケル'/ (Köln ) 号， へんリン(Berlin ) 号と L 、う同額類の

して復合サイ クルまたは定If サイクノレに よって作動し， その構 内燃列車を在日作 し，いずれも 前記フリ ー ケ'γデハ γ プノレガ一号

造により樋々の分類がある。それらの主要なものを示すと ， (1) と 同様な性能を示しill:界鉄道界にその偉容を誇った。

2 サイクノレ ， 4 サイクノレの別 (2) 水冷，空冷の7JIJ (3) 立て形， 米国においても ， この校術をレちはやく 導入し 1933 年ユユオ

横形， V形， 水平対向形等の7]IJ (4) 予燃焼室式， う ず室式， γパシフ ィ ク鉄道のシテ ィ・ オブ ・ サ リナ号， パ ー リ γ グト γ

空気室式，直後噴射式等の5) IJ ( 5) 無過給，;t!/J給，過給および 会社のデンパ ーゼ 77号等が現われた。

中間冷却等の別。 鉄道車両用の内燃機関はほとんどがデ ィー ゼ 一方デ ィ ー ゼ ノレ後関車は， 動力伝達装置の関係から比較的小

ノレ機関で， 機関車および動車の走行用 のほかに電気車両以外の 形のも のに限られていたが， 1914 年特許の Lemp 式電気動力

車両での電曲目淡泊t として も使用 されるこ とが多い。 伝達装置に基づ く各国の研究が進み， ドイツでは重量および悩

このうち走行井l デ ィーゼノレ機関 としては，わが凶のほ泊、ド イ 杭の関係カ ーら後械式および流体式動力伝達装置に主力を注いだ

ツなどを中心とした高速デ ィ ーゼル後関 と ， 特に米凶を中心 と のに対し ， 米国で は官1 5正式の研究完成に努力し ， 1940 年サンタ

した中速テ' イ ーゼ}~働関 とが広く使用 され， 他用途のデ ィーゼ フェ鉄道が 41刈慮述 5， 4∞H' 幹線貨物用機関車を製作 したのを

ノレ機関に比べ 司Iht，形状の;削m{ とともに高度の耐久性が要求さ はじめ，蒸気l時代からディ ーゼル機関車時代へと修行し今日に

れ， 使用 Iql転速度範闘が大きし・など使用条件が一般にきび しレ。 至ってし、る。

最近では尚i品給の採用や 本 イゾタークーラの収付けで出力の仏l 一方欧州でも ， 第 2 次 1 11 界大戦終了後， その復興とともに内燃

上がはかられている も の も 多， ' 0 動 ij( のば 卜 J IJ としては， ほぼ 動車 ・ ディーゼノレ機関車の使用および製作もその数を治加 し，

600 PS 以下， 動車または機関中f の床上片! としては般大 3 ， 000PS ズノレツァ (Sulzer) 社では，その著名な発動機 と組み合わせるズ

ぐらいまである。表に内外のl!q川用 ディーゼノレ機関の代}"例を ノレ ツァ形の電気式動力伝達装置を作り ， 英国では， イング リ ッ

示す。 ジュ ・ エ レ ク トリ ッ ク 式の電気式動力伝達装置を作 り，比較的
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車 fil，j用 ディ ー セソレ機関の主要諸元
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